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　　　　　今月の主な内容

あなたにもできる脱スパイク・一一一………P2～P3

白石市職員の給与のあらまし………………P4～P5

年末年始の事故防止、図書館から…………P6～P7

トピ、ソクス、味自慢……一……・・…………P8～P9

4万人のひろば　市民登場、地名アレコレ、市民文芸

わたしのケ・ソサク…D・・……一…・一………P10～P11

お知らせ板、公民館だより………………9－P12～P15

休日急患当番医、定例相談、カメラ・ニュース…P16

廓1権3㍉／“

　11月5日、大鷹沢小学校で、日頃児童が丹精を込

め、育ててきたさっまいもの収穫を祝うまっりが繰

り広げられました。まっりでは、縦割りグループに

分かれた児童たちがみこしをかっぎ、ワッショイ、

ワッショイのかけ声でまつりも最高潮。児童たちは、

訪れた父兄と一緒にさっまいもに舌づっみをうち、

まっりはにぎやかに行われました。



スパイクタイヤ使用自粛

クにご協力を脱スパイ12月～3月
ヤ対策推進要綱1物まるタ〆1畢スバイ

　
県
で
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
装

着
し
た
自
動
車
の
走
行
に
よ
っ
て
生

じ
る
、
粉
じ
ん
、
舗
装
路
面
の
摩
耗

損
傷
及
び
道
路
標
示
の
消
滅
等
の
諸

問
題
の
解
決
策
と
し
て
、
十
一
月
一

日
に
、
宮
城
県
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
対

策
要
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
使
用
自
粛
の
推

進
は
、
行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
っ

て
、
交
通
安
全
の
確
保
を
図
り
な
が

ら
、
道
路
粉
じ
ん
の
発
生
や
、
舗
装

路
面
の
摩
耗
等
を
少
し
で
も
防
止
し

快
適
な
生
活
環
境
を
守
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
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広
域
的
な
脱
ス
パ
イ
ク
運
動
を
推

進
す
る
た
め
に
、
降
雪
量
や
交
通
量

な
ど
の
統
計
に
よ
っ
て
　
県
内
を
使

用
自
粛
推
進
最
重
点
地
域
、
使
用
自

粛
推
進
重
点
地
域
、
使
用
自
粛
推
進

地
域
、
使
用
自
粛
地
域
の
四
段
階
に

区
分
し
、
髪
れ
ぞ
れ
の
地
域
環
境
に

あ
っ
た
運
動
を
進
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
白
石
市
は
、
使
用
自
粛
推
進
重
点

地
域
と
使
用
自
粛
推
進
地
域
の
二
段

階
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
別
表
）

　
市
で
は
、
県
の
要
綱
に
そ
っ
て
除

雪
、
融
雪
に
万
全
を
尽
く
し
、
道
路

環
境
の
維
持
に
努
め
冬
道
の
安
全
確

保
を
図
り
な
が
ら
、
公
害
の
な
い
明

る
く
住
み
よ
い
生
活
環
境
づ
く
り
の

た
め
積
極
的
に
運
動
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

呼
　
蓋
濁
雛
転
に
は

　
　
　
　
　
十
分
注
意
を

　
冬
道
を
運
転
す
る
場
合
は
、
適
正

な
車
間
距
離
の
確
保
や
制
限
速
度
の

遵
守
及
び
急
ブ
レ
ー
キ
・
急
ハ
ン
ド

ル
を
ひ
か
え
め
に
し
、
安
全
運
転
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
積
雪
や
、
凍
結
の
た
め
滑
走

の
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
、
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
等
の
す
べ
り
止
め
の
装
置

を
装
着
す
る
な
ど
、
道
路
の
状
況
に

応
じ
て
す
べ
り
止
め
の
方
法
を
講
じ

交
通
安
全
の
確
保
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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スパイクタイヤ使用自粛基準区分

域地

小原、鎌先、三住、蔵王、

川原子、不忘、大網、芹沢
地区を除く市内全域

　　　　　　　　自　　粛　　基　　　準

11　4目1日から11目30日までの間は、スパイクタイヤの使用を自
　粛する。

2）12月1日から翌年3月31日までの間は、公共輸送機関の積極的
利用に努めるほか、タイヤチェーン等のすべり止めの装置を装書

するなど、状況に応じたすべり止めの方法を講じることにより、
　できる限りスパでクタイヤの使用を自粛する。

114月1日，から11月30日までの間は、スパイクタイヤの使用を自
　粛する。

2｝12月中及び3目中は、公共輸送機関の積極的利用に努めるほか
　タイヤチエーン等のすべり止めの装置を装着するなど状況に応じ

　たすべり止めの方法を講じることにより、できる限りスパイクタ
　イヤの使用を自粛する。

311月1日から2月末日までの間は、路面の状態を考慮して、ス
　パイクタイヤが不必要な場合には、その使用を自粛する。

地域区分

使用自粛推i進最重点地域

使用自粛推進重点地域

小原、鎌先、三住、蔵王、

川原子、不忘、大網、芹沢
地区

1）　4月1日から11月30日までの間は、スパイクタイヤの使用を自
　粛する。

2112月1日から翌年3月31日までの間は、路面の状態を考慮して
スバイクタイヤが不必要な場合には、その使用を自粛する。

使用自粛推進地域

スパイクタイヤの使用を自粛　4月1日から11月30日までの間は
する。粛地域自使　用

白石市関係分

　　　2

あなたにもできる一歩前進

◎内側のチェーンの先に捕助具を

　ひっかける

②チェーンの中央部が9イヤの頂

　点にくるようにそのままのせる

①チェーンをねじれないように路

　上に広げる（ヲイやを傷つけな

　いようにチェーンの裏を上にす

　る）

　　　●潔備するもの●

〉補助異（長さ60～70㌢の針金）

　　　　　　　　　先を曲げる
　　　　　　　　　　　　■

ρひっ加ナる
◎内側の

チエーン
ー’

略、

外側の
テェーン

㊥
＠

※クリーニングのサービス「針金

工モン掛けJを利用すると便利。

　　　　　　　　　刀一ブをつ

　　　　　　　　　けて1乍ると

より使いやすくなります。

◎内側にすらしたチェーンをもと

　し、外側（手前）の錠をかける

㊥

◎補助具をはずし、内側の錠をか

　ける

＠
　㌔』）　 ▲！

⑦チェーンバントこをかければ完了

④チェーンを半分内側にずらして

　補助具を引っばりながら先を手

　前に引き出す

＠£

スパイクタイヤ使用自粛推進に係る地域区分図
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使用自粛推進最重点地域

使用自粛推進重点地域

使用自粛推進地域

使用自粛地域
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17）職員手当の状況

区　 分

期末・勤勉

手　 当

退職手当

白 石 市

（58年度支給割合）

　　　　期末　　勤勉
6　月　期　　　L4月分　　　0．5月分

12　月　期　　　1．9月分　　　0．6月分

3　月　期　　　0。5月分　　　一　月分

　計　　　　　3。8月分　　　1．1月分
（支給率）

最高限度額

勤続20年

勤続30年

勤続35年
1入当たり
平均支給額

自己都合　勧　奨
65，5　月分　　76．2575月分

23．1　月分　　33．8625月分

45．375月分　64．185月分

52．9375月分　　74．8825月分

1，237干円　　18，819千円

国

（58年度支給割合）

　　　　期末　　勤勉
6　月　期　　　L4月分　　　0．5月分

12月期　 L9月分　 0．6月分

3　月　期　　　0・5月分　　　 一　月分

　計　　　　　3。8月分　　　 1．1月分

（支給率）　自己都合　勧奨
最高限度額　　60．0　月分　　65．2575月分

勤続20年　　21．0月分　29．6625月分

勤続30年　　41．25月分　55．935月分

勤続35年　　48。125月分　65．2575月分

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。

（8）特別職の報酬等の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和58年4月1日現在）

区　　分

給
料

浸
　

”

土
羊
　
酊

長
役
役

　
　
入

市
助
収

・議　 長

副議長
議　 員

給料月額等

640，000円

519，000円

461，000円

291，000円

240，000円

225，000円

区　　分

期
末
勤
勉
手
当

期
末
手
当

市　 長

助　　役

収入役

議　　長

副議長
議　 員

給　料　月　額　等
（58年度支給割合）期末手当

6月期　　　1，4月分

12月期　 1．9月分

3月期　 0．5月分

計　　 3．8月分

勤勉手当

0．5月分

0．6月分

一月分
1．1月分

合舘劾
期
期
期

度
月
月
月
計

年
　
2
8
6
1
3

6
1．4月分
1．9月分
0．5月分
3．8月分

　　　　　　　＼＼
1　　　　　　　＼　　　 貯

9，109万1，000円です。みなさんのご協力をお願いいたします。　　　＼、、

5

（1）人件費の状況（普通会計決算）

区分

57年度

僅罠基本台帳人口（年度末）

58．3，31

42，171

人

歳出額
　A
　干円
8，781，577

人件費
　B
　干円
1，737，721

人件費率
（B／A〉

　　％
20

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

区分

58年度

職員数

　A

420
　人

給　　与　　費
給　料

　千円
857，609

職員手当

　干円
111，522

期末・勤勉手当

　　干円
361，151

B一
卦
F

　千円
1，330，282

1人当た
り給与費
（B／A）

　千円
3，167

（注）1．職員手当には退職手当を含まない。

　2．給与費は当初予算に計上された額である。

（3〉職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 （58年4月1日現在〉

区　　分

白　石　市

国

般　行　政　職
平均給料月額

175，600円

　　　円208，297

平均年齢
　　　歳36．1

40．1　歳

白
石
市
職
員
の
給
与
の
あ
ら
ま
し

　
国
、
地
方
の
行
財
政
を
と
り
ま
く
環
境
が
従
来
に
も
増
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、
給
与
を
含
む
公
務
員
制
度
全
般
に
わ
た
っ
て
そ
の
在
り
方
が
論
議
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
白
石
市
職
員
の
給
与
等
は
、
市
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
で
定
め
ら
れ
給
与
制

度
の
適
正
な
運
用
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
を

得
る
た
め
「
白
石
市
職
員
の
給
与
の
あ
ら
ま
し
」
を
次
の
と
お
リ
公
表
し
ま
す
。

（4）職員の初任給の状況 （58年4月1日現在）

区　　分

一般行政職
卒学大

京
†校高

臼 石 帝

決定初任給
101，900円

85，900円

採用2年経過日給料額

　　　　円112，600

　　　円91，500

国

初　任　給
101，900円

85，900円

採用2年経過日給料額

112，600円

91，500円

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 （58年4月1日現在）

区 分

一般行政職
国・高校卒

白石市・高校卒

経 験 年 数

1年未満

88，800円

85，900円

10年以上・蔦年未満

　　　円156，500

　　　円137，600

25年以上・30年未満

　　　円255，400

　　　円237，200

35年以上

292，500円

295，300円

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいうものである。

（6）一般行政職の等級別職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（58年4月1日現在）

区　　分
標準的な職務内容

職　員　数

構　成　比

特1等級

長果壬
一
口

　人29

　％11

1等級
課　長
課長補佐

　へ35

　％12

課長補佐

係　長

2等級

　入39

　％14

3等級
係　長

　人35

　％12

4等級
主　事

102人
　％36

5等級
主　事

　人43

　％15

計

283人
100％

（注）1．臼石市の給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数である。

　2．標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名である。
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空
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飲
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自
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ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
「
ま
あ
、
堅
い
こ
と
言
わ
な
い
で
、
ビ

ー
ル
一
杯
ぐ
ら
い
」
な
ど
と
勧
め
ら
れ
て
、
つ
い
飲
ん
で
し
ま
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
「
少
し
の
酒
な
ら
、
か
え
っ
て
運
転
の

腕
が
さ
え
て
く
る
」
な
ど
と
本
気
で
思
つ
て
い
る
万
は
い
ま
せ
ん

か
。
と
ん
で
も
な
い
思
い
違
い
で
す
。

　
今
年
の
『
月
～
八
月
に
、
全
国
で
起
き
た
飲
酒
運
転
に
よ
る
死

亡
事
故
は
五
百
二
十
二
件
。
ス
ピ
ー
ド
違
反
（
干
一
一
一
百
三
十
一
件
）

に
次
い
で
二
番
目
に
多
く
、
相
変
わ
ら
ず
“
飲
酒
運
転
”
が
後
を

断
ち
ま
せ
ん
。

　
年
末
年
始
は
、
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
が
続
い
て
、
酒
を
飲
お

機
会
が
ど
う
し
て
も
多
く
な
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、

“
乗
る
な
ら
飲
あ
な
、
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
”
を
合
言
葉
に
、
安
全
運

転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
酔
っ
た
勢
い
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
ひ
と
休
み
し
て
酔
い
が
さ
め
た
と

　
飲
酒
運
転
を
犯
し
た
ド
ラ
イ
バ
i
　
　
　
思
っ
た

の
”
自
己
弁
護
”
ー
そ
の
主
な
も
　
　
④
翌
日
の
仕
事
に
車
が
必
要
だ
か
ら

の
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
⑤
今
ま
で
飲
酒
運
転
で
捕
ま
っ
た
こ

①
あ
ま
り
酔
っ
て
い
な
い
と
思
っ
た
　
　
　
と
が
な
か
っ
た
か
ら

霧．奪

思＠⑤
轟助讐

　
こ
う
し
た
言
い
訳
を
す

る
こ
と
自
体
、
ア
ル
コ
ー

ル
の
人
体
に
与
え
る
影
響

を
理
解
し
て
い
な
い
と
い

っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

　
酒
を
飲
む
と
、
体
の
働

き
に
は
次
の
よ
う
な
変
化

が
見
ら
れ
ま
す
。

　
第
一
に
、
視
覚
の
働
き
が
鈍
く
な

り
、
視
野
が
狭
く
な
り
ま
す
。

　
第
二
に
大
脳
の
働
き
が
低
下
し
て

判
断
力
が
鈍
り
、
自
制
心
も
弱
ま
っ

て
き
ま
す
。
　
（
酒
を
飲
む
と
、
運
転

の
腕
が
さ
え
る
と
い
う
の
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
に
よ
っ
て
大
脳
が
麻
ひ
し
た

た
め
に
起
こ
る
錯
覚
で
、
運
動
機
能

は
ふ
だ
パ
よ
り
も
ず
っ
と
低
下
し
て

い
ま
す
V

　
さ
ら
に
、
集
中
力
が
鈍
っ
た
り
、

精
神
的
に
も
不
安
定
に
な
る
な
ど
、

酒
が
入
体
に
及
ぽ
す
影
響
は
、
車
の

運
転
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
も
の

ば
か
り
で
す
。

　
酒
を
飲
む
と
、
認
知
・
判
断
・
実

行
と
い
う
運
転
に
必
要
な
能
力
が
グ

ン
と
落
ち
ま
す
。
こ
の
た
め
、
信
号

や
道
路
標
識
を
見
落
と
し
た
り
、
歩

行
者
の
発
見
が
遅
れ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
　
一
時
停
止
を
無
視
し
た
り
、

肝
心
の
運
転
操
作
も
遅
れ
が
ち
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
中
に
は
「
酔
わ
な

い
程
度
の
酒
な
ら
大
丈
夫
」
と
、
本

気
で
信
じ
込
ん
で
い
る
人
も
い
る
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
決
し
て
”
大
丈

夫
”
で
な
い
こ
と
は
次
の
デ
ー
タ
で

も
明
ら
か
で
す
。

　
ド
イ
ッ
の
医
学
者
フ
ロ
イ
デ
ン
ベ

ル
グ
に
よ
る
「
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃

度
と
事
故
の
危
険
度
」
の
調
査
に
よ

る
と
（
長
山
泰
久
著
・
ド
ラ
イ
バ
ー

の
心
理
学
）
、
ビ
ー
ル
一
本
を
飲
ん
だ

状
態
で
車
を
運
転
し
た
場
合
、
ア
ル

コ
ー
ル
が
体
内
に
全
く
な
い
と
き
に

比
べ
て
、
死
亡
事
故
の
危
険
度
は
二
・

五
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
死

亡
事
故
に
つ
な
が
ら
な
く
て
も
、
物

を
壊
し
た
り
負
傷
し
た
り
す
る
事
故

も
増
え
て
お
り
、
少
し
の
酒
で
も
危

険
な
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
あ
ま
り
お
酒
を
飲
み

す
ぎ
る
と
、
疲
労
や
睡
眠
不
足
を
招

き
、
翌
日
の
運
転
に
も
支
障
を
き
た

し
ま
す
。
当
日
、
酒
を
飲
ん
で
い
な

く
て
も
、
体
内
に
残
っ
て
い
る
ア
ル

コ
ー
ル
の
量
に
よ
っ
て
は
、
飲
酒
運

転
と
み
な
さ
れ
、
厳
し
く
処
罰
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

事
故
防
止
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
三
年
連
続
第
一
位

　
交
通
事
故
防
止
に
、
県
交
通
安
全

対
策
協
議
会
と
県
・
県
警
は
、
六
月

か
ら
八
月
ま
で
三
カ
月
間
「
市
町
村

交
通
事
故
防
止
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
行

い
ま
し
た
。

　
白
石
市
は
、
春
先
の
死
亡
事
故
の

教
訓
を
生
か
し
、
警
察
を
は
じ
め
市

民
が
一
丸
と
な
り
事
故
防
止
に
努
め
、

三
年
連
続
の
名
誉
あ
る
第
一
位
の
好

成
績
に
輝
き
ま
し
た
。

　
十
一
月
四
日
開
催
の
交
通
安
全
県

民
大
会
に
お
い
て
、
表
彰
が
行
わ
れ

山
本
宮
城
県
知
事
か
ら
関
谷
白
石
市

長
に
賞
状
と
記
念
の
盾
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
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こ
た
つ
の
回
り
に
家
族
が
顔
を
そ

ろ
え
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ん

な
時
、
家
族
そ
ろ
っ
て
読
書
の
新
し

い
発
見
の
旅
に
出
て
み
ま
せ
ん
か
！

　
読
書
は
、
知
識
と
想
像
、
そ
し
て

た
の
し
み
を
見
つ
け
、
生
活
に
う
る

お
い
を
も
た
ら
す
道
へ
と
続
い
て
い

ま
す
。

　
家
族
が
交
替
で
、
一
冊
の
本
を
“
朝

よ
み
、
夕
よ
み
々
な
ど
に
よ
っ
て
、

家
族
の
対
話
が
生
ま
れ
、
お
互
い
の

理
解
と
信
頼
の
輪
が
広
が
る
こ
と
で

し
よ
》
り
o

　
読
書
の
旅
は
、
家
族
そ
ろ
っ
て
図

書
館
の
利
用
か
ら
出
発
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

　
図
書
館
は
、
人
と
本
、
人
と
人
と

の
仲
立
ち
役
と
し
て
、
本
の
貸
出
し

を
中
心
に
、
新
着
図
書
の
案
内
と
読

書
相
談
、
調
べ
事
の
お
手
伝
い
な
ど

み
な
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に

便
宜
を
は
か
っ
て
お
り
ま
す
。

白
石
市
図
書
館
『

図
書
館
に
あ
る
本
の
数

　
蔵
書
（
図
書
の
数
）
に
つ
い
て
は

五
十
八
年
七
月
末
現
在
で
総
数
七
万

一
千
冊
で
、
市
民
一
人
あ
た
り
丁

七
冊
に
な
り
ま
す
。

　
蔵
書
の
内
訳
は
文
学
（
小
説
・
随

筆
な
ど
）
が
一
番
多
く
二
十
四
％
（
一

万
六
千
九
百
六
十
三
冊
）
、
つ
づ
い
て

子
供
の
本
二
十
一
％
（
一
万
四
千
五

百
六
十
三
冊
）
、
社
会
科
学
九
％
（
六

千
七
百
四
十
一
冊
）
、
歴
史
七
％
（
五

千
二
十
八
冊
）
、
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
四

％
（
三
千
九
十
三
冊
）
等
の
順
に
な

っ
て
い
ま
す
。

比　率
　　24　％

　　21

　　　9

　　　7

　　　4

　　　4

　　　4

　　27

　100

内　訳

冊　数

16，963冊
14，563

6，741

5，028

3，093

3，077

3，087

18，669

71．221

新
聞
・
雑
誌
も

　
用
意
し
て
あ
り
ま
す

⑤

ク

書蔵

薪分

掌
本
学
理
ッ
学
土
他

の
科
地
ポ
科

　
も
　
　
　
ス
　
　
　
の

ど
会
史
P
然

　
　
　
　
　
術

文
子
社
歴
芸
自
郷
そ

計合

○
一
般
向
き
　
主
婦
の
友
、
ミ
セ
ス

ウ
イ
ズ
、
ニ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
、
芸
術
新

潮
、
太
陽
、
旅
、
ブ
ル
ー
タ
ス
、
壮

快
、
小
説
新
潮
、
中
央
公
論
、
文
芸

春
秋
、
N
H
K
今
日
の
料
理
、
N
H

K
趣
味
の
園
芸
、
フ
ィ
ー
メ
イ
ル
（
洋

裁
）
、
暮
し
の
手
帖
、
美
し
い
キ
モ
ノ
、

美
し
い
部
屋
、
リ
ビ
ン
グ
ブ
ッ
ク
、

子
ど
も
と
読
書
、
未
来
、
大
相
撲
、

そ
の
他
寄
贈
雑
誌
多
数
。

○
子
ど
も
向
き
　
子
供
の
科
学
、
な

か
よ
し
、
少
年
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
。

○
新
聞
　
河
北
新
報
（
昭
和
二
十
九

年
二
月
よ
り
保
存
）
、
朝
日
新
聞
、
読

売
新
聞
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞
、
毎
日
新

聞
、
日
本
経
済
新
聞
の
各
紙
は
二
年

間
保
存
。

　
　
「
渉
、
　
ド
ノ
．
、
　
け
る
へ
示
会

　
親
と
子
の
楽
し
い
お
話
が
聞
こ
え

て
く
る
よ
う
な
、
ま
ご
こ
ろ
の
こ
も

っ
た
手
づ
く
り
絵
本
を
展
示
し
ま
す

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
十
二
月
十
五
日
（
木
）
～
十

二
月
十
七
日
（
土
）
午
前
九
時
～
午
後

一
二
畔
皿
二
〇
△
刀
。

▼
場
所
　
自
石
市
図
書
館

▼
展
示
物
　
市
内
の
方
々
の
作
品
約

五
〇
点
、
は
り
絵
、
折
り
紙
、
水
彩

布
製
な
ど
。

一
一
一
’
「
』

蟄
薯
翼
函
、
訓
．

　
市
立
図
書
館
の
昨
年
一
年
間
の
利

用
状
況
を
み
て
み
る
と
、
、
貸
出
し
総

数
は
十
万
七
千
冊
で
、
市
民
一
人
あ
　
翁

た
り
に
す
る
と
二
’
五
冊
で
、
県
内
　
奉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

十
一
市
の
平
均
冊
数
一
・
七
冊
を
大
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　

幅
に
上
回
っ
て
お
り
、
市
民
の
み
な
　
馴

さ
ん
の
読
書
好
き
が
う
か
が
わ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
利
用
者
別
で
は
、
幼
児
、
小
学
生
　
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書

等
の
利
用
が
多
く
、
子
ど
も
の
本
の
　
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動

貸
出
し
は
五
万
三
千
冊
で
全
体
の
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
移

九
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
中
学
生
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士

山
。
同
校
生
の
利
用
は
低
調
で
、
受
験
期
剰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

の
読
書
離
れ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館

団体1，089冊

（移勤図書館と配本車による

本車文庫32ヶ所　　　　　移動図書館車

，900冊　←　　　　一→22，09ア冊

　　　　　　　　　成人向
　　　成人向　　　　6，189冊

　　10，620冊

　　　　　　館　　外

　　　　　　43，997冊

　児童向　　　　　　　　児童向
＼　11，280冊　　　　　15，9D8冊

（2〕

昭和57年度本館利用状況（図書貸出冊数

一兀又

D87冊

1

学生

4．474冊

館内奉仕

直接図書で奉仕

館内
（本館1

56，920冊
児童

21．270冊

児童向

4，345珊

況状
用
）
り
数

ネ館
冊

分
出

原
貸

2

成人向

079冊

分館
6，424冊
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石川芳子さん（越河）

ピ

　
　
い
か
と
椎
茸
の
納
豆
あ
え

　
　
【
材
料
】
　
（
四
人
分
）
　
　
　
　
　
ま
す
。

　
い
か
大
き
い
も
の
一
ぱ
い
、
生
椎
②
納
豆
は
ま
な
板
に
と
り
、
庖
丁
で

茸
8
枚
、
納
豆
励
9
（
一
箱
は
約
㎜
　
あ
ら
く
た
た
い
て
か
ら
、
細
か
く
き

9
）
、
卵
の
黄
身
2
個
、
ね
ぎ
一
本
、
ざ
み
ま
す
。

と
い
た
和
が
ら
し
（
適
量
）
、
の
り
一
　
③
き
ざ
ん
だ
納
豆
を
ボ
ー
ル
に
と
り

枚
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卵
黄
を
お
と
し
、
ね
ぎ
と
、
と
い
た
か

　
【
作
り
方
】
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
し
を
入
れ
よ
く
ま
ぜ
合
わ
せ
、
し

①
い
か
は
胴
体
だ
け
使
う
、
よ
く
洗
　
よ
う
ゆ
大
さ
じ
三
杯
を
入
れ
て
味
を

っ
て
皮
を
む
き
細
切
り
に
し
ま
す
。
　
つ
け
よ
く
ね
り
ま
す
。

こ
れ
を
ザ
ル
に
と
っ
て
熱
湯
を
か
け
　
④
そ
れ
に
い
か
と
椎
茸
を
入
れ
て
合

る
か
、
ま
た
は
、
か
た
く
し
な
い
程
　
え
ま
す
。
器
に
も
っ
た
ら
、
も
み
の

度
に
サ
ッ
と
ゆ
で
ま
す
。
椎
茸
は
い
　
り
を
か
け
て
食
べ
ま
す
。
な
る
べ
く

し
づ
き
を
と
り
、
ア
ミ
で
焼
き
う
す
　
食
べ
る
直
前
に
あ
え
ま
．
す
。
（
お
年
寄

ぎ
り
に
し
、
ね
ぎ
は
小
口
切
り
に
し
　
向
）

消費生活モニター調査結果

　
　

》
、
｝
　
ー
　
　
　
　
ひ
睾
聾

　
多
く
の
家
庭
で
は
、
病
気
や
交
通

事
故
な
ど
突
然
の
災
害
に
備
え
、
生

命
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
生
命
保
険
に
加
入
す
る
と
、
支
払

っ
た
保
険
料
の
額
に
応
じ
、
一
定
額

消
費
者

か
し
こ
い

が
総
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
て
税
　
た
な
い
、
い
わ
ゆ
る
貯
蓄
保
険
に
つ

額
が
計
算
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
保
険
　
い
て
は
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

金
を
受
け
取
っ
た
場
合
は
、
そ
の
保
　
　
ま
た
、
そ
の
年
に
剰
余
金
や
割
戻

険
の
契
約
形
態
に
よ
っ
て
、
相
続
税
、
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
場
合
は
、
支

贈
与
税
又
は
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。
払
い
保
険
料
か
ら
差
し
引
い
て
控
除

　
そ
こ
で
、
生
命
保
険
に
係
る
税
金
　
額
が
計
算
さ
れ
ま
す
。

の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し
ま
↓
よ
う
。
　
へ
生
命
保
険
金
を
受
け
取
っ
た
場
合
〉

　
〈
生
命
保
険
を
支
払
っ
た
場
合
〉
　
　
生
命
保
険
契
約
に
基
づ
い
て
受
け

　
確
定
申
告
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
年
　
取
っ
た
生
命
保
険
金
は
、
そ
の
保
険

末
調
整
の
際
、
そ
の
年
の
支
払
額
に
　
料
を
だ
れ
か
負
担
し
て
い
た
か
に
よ

応
じ
て
最
高
五
万
円
ま
で
「
生
命
保
　
っ
て
、
相
続
税
か
贈
与
税
あ
る
い
は

険
料
控
除
」
と
し
て
、
そ
の
年
の
所
　
所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
税
務
相
談

　
た
だ
し
、
保
険
期
間
が
五
年
に
満
　
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

調査日：昭和58年11月1日　白石市

品 名

1．砂 糖

2．しょう油
3．天ぷら油

4．小　麦粉

5．食　パ ン

6．マーガリン

7．牛 L6子
タ8

9．　テfッシュペーパー

10．　ラ　　　ッ　　　プ

11，プロパンガス

12，カレーライス

13。理髪料
14．パーマネント料

15．灯 油

16．　レギュラーガソリン

17．軽 油

18．A　重油

銘桶・規格
上白糖　　1kg
本醸造ヒ級濃口　　1．82
　　（びん代込み，
1，6509　（1．84）

薄力粉　　1kg
並　 食　　1斤
ソフ　ト　225g
紙容器入り　1，000cc

カルトン入り　225g

400枚（200組）紙箱入り

幅30cm長さ20m（一巻）

10㎡

並 皿

小学生調髪（洗髪を含む）

コールド（ショートカノ
ト及びセット舎む）
（　豆頁｛西　　　　　　18召）

（　テ’い入み　　18の

1　召　現　金
1　4　現　金
1　2　現　金

値高最

280

525

600

230

160

2！5

260

390

170

248

5，200

450

1，500

6，000

1，550
1，550

155

110

90

最抵値
238

418

500

185

140

163

208

375

145

180

4，800

400

1，300

4，500

1，400
1　404

152

106

75

平均値
265

449

561

215

！49

196

233

385

156

212

4，994

438

1，450

5，388

1．476
1　504

154

109

84

朔平均価格

262

448

545

213

147

198

228

390

155

216

4，994

441

1，450

5，325

1．504
1　529

153

107

838

対前月価格比

1．1

0，2

2．9

0．9

1．0

△1．0

1．0

△1．0

0．6

△1．0

△0．7

1．2

△1．9
△　1，6

0．7

1，0

1．2

備 考

上昇品目：砂糖、しょ

う油、天ぷら油、小麦

粉、食パン、牛乳、テ

イッシュペーパー、パ

ーマネント料、レギュ

ラーガソリン、軽油、

重油

下降品目：マーガリン

バター、ラップ、ヅ丁ギ由

カレーライス

書黄ばい品目　：プロパン

ガス、理髪料
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　　　　本体工事に着手

　　　　　　　　　　○一七ケ宿ダム
11月1日、東北最大級の規模を誇る七ケ宿ダムの起

工式が、ダムサイトで行われました。ダム本体工事は、

碑年3月の完成を目指しています。起工式には、石井

副知事、東北地建局長代理、地元安藤七ケ宿町長と関

谷臼石市長、仙南仙塩広域水道協議会長・島野仙台市

長など工事関係者約！50人が出席し、工事安全のクワ

入れなどの神事の後、吉越東北地建企画部長による起

工発破が行われました。同ダムは、多目的ダムでダム

形式は中央コア型ロックフィルです。

一
剛
勲
、
蓼

　
　
　
彫
L

　
　
ト

　
　
』
＼

　
醸
　
』
卜
㌧
“

　登別荘年サッカーチーム来白

　　　　　　　　　○一白高グランド
11月5日、先に姉妹都市提携をした登別市から、サ

ッカーチームの登別四十雀クラブ楽蹴会のメンバー15

名が来白しました。チームリーダー相馬仁監督兼主将

を中心にした和を大事に総勢27名が会員。全道の北海

道大会（40歳以上）では、今年初優勝など好成績を持

つチームで、各大会のタイトル3つに優勝しています。

5日は、蔵王が見える臼高グランドで市内のクラブサ

ッカーチームと好試合を展開、親睦と交流を深めてい

ました。

晒蒸コ

札幌白石中から弁論の発表者

　　　　　　　　　　（⊃一白石中学校
札幌白石振興会で交流している札幌白石区の白石中

学校から弁論代表者3名が来白しました。来自したの

は、佐藤深雪さん（同中1年〉、早坂佳晃さん（同中2

年）、河野あゆみさん（同中3年）の3名で、当市の自

石中と南中の両校を訪れ、弁論を発表しました。今年

10月には、当市からも札幌市臼石区へ交流使節の弁論

発表者が訪問し、弁論を被露するなど交流が活発にな

っています。当自石中を訪れた3名は、全校生の暖か

い歓迎の中登壇、力強い意見を述べました。

手づくりの市章を出品

　　　　　　　　○一30年記念に寄贈
自石市越河五賀に住む安藤佳生さんは、このほど行

われた農業祭に、つまようじ！6万本を使用し製作

した市章を出品しました。市章は、縦110cm、横90

cmのラワンの木のワクの中に赤、青、緑、白と色わけ

したつまようじで鮮かに市章の鐘が浮き上がったみご

とな作品。制作と出品の動機は、中3になる長男と毎

晩、勉強のつあいを兼ねての制作とが、丹精込めた作

品を見た友人に勧められ農業祭に展示。安藤さんの市

への寄贈は、市制施行30年の記念に花を添えました。

翻麟i襯皿懲 8
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今
年
は
、
世
界
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
年
で
す
が
、
そ
の
話
題
に
ふ
さ

わ
し
い
よ
り
身
近
か
な
情
報
伝
達
に
ぺ
ー
ジ
ン
グ
放
送
の
新
方
式
を

取
り
入
れ
約
六
カ
月
余
り
・

転
轟

鑛

：
白
石
市
有
線
放
送
農
業
協
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組
合
1
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瀕
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加
入
者
か
ら
放
送
へ

　
　
　
　
白
石
市
有
放
農
協

　
ペ
ー
ジ
ン
グ
放
送
と
は
、
加
入
者

が
受
信
機
で
放
送
で
き
る
便
利
な
放

送
シ
ス
テ
ム
で
別
名
部
落
放
送
と
も

群
灘
叢
繍
撫
搬
繍
纏
柵
辮
難
耀
難
描
麟
甜
㎜

に
あ
ら
か
じ
め
セ
ッ
ト
し
て
お
け
ば

受
信
機
か
ら
地
域
（
集
落
単
位
な
ど

三
段
階
に
分
か
れ
た
区
域
）
に
一
斉

放
送
が
で
き
ま
す
。
現
在
、
二
百
十

台
を
加
入
者
（
一
割
）
に
割
り
当
て

て
あ
り
、
消
防
署
・
農
業
改
良
普
及

所
・
学
校
・
行
政
区
な
ど
で
す
。
こ

の
新
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
農
作
業
な
ど

の
生
活
に
密
着
し
た
情
報
は
も
ち
ろ

ん
、
悪
質
な
訪
問
販
売
の
防
止
な
ど

に
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
好
評
の
ぺ
ー
ジ
ン
グ
放
送
の
利
用

は
、
一
日
平
均
一
件
以
上
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
。

　
同
有
放
は
、
今
年
も
全
国
の
番
組

・
ア
ナ
ウ
ン
ス
コ
ン
ク
ー
ル
で
上
位

入
賞
を
果
た
す
な
ど
、
新
し
い
製
作

に
交
換
手
兼
企
画
担
当
者
の
活
躍
は

目
ざ
ま
し
、
＼
、
新
方
式
シ
ス
テ
ム
導

入
に
よ
る
加
入
者
増
な
ど
明
る
い
話

題
に
「
全
員
力
を
合
わ
せ
情
報
の
適

格
な
伝
達
に
励
み
た
い
」
と
意
気
込

ん
で
い
ま
し
た
。

醜
き
馨
旨
き
き
亀
き
き
、
鶏
奄
イ
燐

∞　

自
石
市
内
墨
響
小
路
と
い
う
っ
発
め
、
そ
の
麿
の
あ
っ
た
轟

嚇
地
名
が
あ
る
。
電
報
電
話
局
か
ら
亘
こ
ろ
は
鍛
冶
屋
敷
（
蔵
本
・
中
斎
川
）
、
夢

∞∞

理
内
科
医
院
あ
た
り
裏
旧
国
道
鍛
冶
屋
沢
（
越
奨
鍛
冶
屋
敷
北
（
蕊

⑳
四
号
に
沿
う
地
域
で
あ
る
。
も
と
は
袋
）
、
鍛
冶
内
（
五
賀
・
越
河
）
、
鍛
冶
轟

φ
鵡
鍛
冶
町
と
い
い
、
片
倉
家
が
白
石
山
（
中
斎
川
）
な
ど
の
地
名
に
な
っ
か
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レ
ろ
じ
冨
り
　
働

““
川
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下
流
に
沿
つ
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“
の
向
い
側
一
帯
に

⑲
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事
場
兼
住
宅
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帥与
え
ら
れ
て
移
り
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カ

研
こ
ζ
を
新
し
く
鍛

穣
響
讐
名
付

ゆ
け
た
。
そ
の
た
め

　∞
以
前
に
鍛
冶
職
の

℃
た
と
こ
ろ
を
音

r
か
奉
と
か
と
い

ゆゆ
う
頭
文
字
を
つ
け

伽
て
呼
ん
だ
の
で
あ

幽・
る
。
藩
政
時
代
の

醜
櫛
鍛
冶
職
は
重
要
な

署
業
で
、
蟻
賢

ゆ
刀
槍
・
鉄
砲
な
ど

い
ま
の
玉
幸

い
た
の
だ
と
い
う
説
が
あ
る
。
こ
こ
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鍛
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い
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蕪
奎
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ゆ
鍬
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っ
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鉗
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召
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抱
え
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わ
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ゆ
厚
く
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加
え
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。
そ
こ
で
ど
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下
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な
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調
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鍛
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鉄
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脚
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の
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い
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ら
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し
、

な
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剣
や
農
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く
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通
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簿
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　斎藤宏美ちゃん（小原）

　S57年12月24日生まれ
　敏さん、よう子さんの二女

　ママからひとこと
　赴明るく元気な子に育ってほしo

囲
輔
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懸
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れ
る
方
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毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

川
股
兵
三
選

　
　
　
駅
口
の
ベ
ン
チ
に
か
け
て
頁
繰
り
心
う
つ
ろ
に
来
る

　
　
　
人
待
ち
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
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樹
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は
み
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葉
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返
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ざ
わ
め
け
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風
お
こ
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つ
山
時
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過
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柴
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ひ
ろ
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友
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呼
び
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振
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は
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だ
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八
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洌
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万
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川
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手
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咲
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宵
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夢
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太
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敏
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集
落
の
土
手
の
な
だ
り
に
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ま
ど
り
て
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焔
の
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き

　
　
　
彼
岸
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鐘
櫻
を
か
こ
み
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彩
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真
昼
し
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そ
り
と
咲
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斐
　
邦
男

・
螢
き

名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
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係
（
白
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

昨
夜
の
雨
に
濡
れ
た
る
帽
子
の
下
辺
よ
り
つ
ぷ
ら
眼

を
み
す
小
さ
き
地
蔵
は
　
　
　
　
　
小
室
さ
よ
子

藪
蔭
の
水
引
草
を
手
折
り
来
て
一
輪
差
し
を
妻
は
賞

で
居
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
城
慎
太
郎

早
発
ち
の
吾
子
に
朝
餉
の
菜
を
き
ざ
む
厨
の
窓
に
片

わ
れ
の
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

寒
々
と
マ
シ
ン
の
動
く
研
究
の
部
室
に
一
輪
花
さ
し

て
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勅
使
瓦
令
造

病
む
こ
と
の
多
き
わ
が
身
を
案
じ
来
る
友
等
集
い
て

和
む
雨
の
日
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
美
沙

夫
が
勤
め
し
名
残
り
と
ど
め
る
貝
田
駅
の
ホ
ー
ム
に

立
ち
て
花
を
愛
で
た
り
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

虫
の
音
を
聞
き
つ
つ
長
き
夜
も
す
が
ら
九
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武
子
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歌
集
ひ
も
ど
く
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

晩
秋
の
陽
だ
ま
り
も
と
め
て
赤
と
ん
ぼ
石
の
ぬ
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　仕事、家事雑用に…と毎日忙し

く過ごしているお母さん！日曜日

の半日子供さんと一緒に料理を作

ってみませんか。食べることの大

切さ、楽しさを親子で味わってく

ださい。（お母さんが都合の悪い

方は、お父さん、おばあちゃんで

も歓迎します。）

〉日時　12月11日（日）午前9時30分

　～午後1時

》場所　中央公民館調理室（一階）

レ内容　フィルム映写、話、調理

　実習など。

＞対象者　小学生の子供さんとお

　母さん、お父さん、お』ばあちゃん

1〉参加費　200円

〉申込み　12月9日働まで衛生課

　（内線138〉へお申し込みくだ

　さい。

　白石市城南市営住宅の入居者を

募集します。

〉所在地　自石市大平森合字城南61

〉住宅名　城南市営住宅

レ募集戸数　18戸

レ家賃　月額2万3千円

〉型式　中層耐火3階建

〉受付期間　12月1日～12月17日

　（日曜・祭日と土曜の午後は除く）

〉受付場所　建設課住宅係

〉その他、くわしいことは建設課

住宅係（内線242）までどうぞ。

」耐1ヒ・暫

1・同，薯鷲，

　　　　　　　
＼

囑　繊，

ノ

馨

年末年始業務日程
　市役所の年末年始の一般事務は

12月29日から翌年1月3日まで休

みとなります。ただし一部の事務

は次の日程により事務の取り扱い

をいたしますが、できるだけ28日

の午前中に用事を済まされるよう

ご協力ください。

出生届、死亡届は年末年始でも

受付けいたします。

税金、手数料の収納事務

28日　　　8：30～17：00　平常

29日・30日　9：00～15：00

31日　　　9：00～12：00　半日

1月4日　8：30～17：00　平常

12月28日から翌年1月4日まで

休館いたします。

例年の通り12月30日働から翌年

1月3日（州まで「ごみ、し尿」

の収集を休業致しますので、ご

協力をお願いいたします。

くゴミの取り扱いについて＞

〔1）焼却場へのごみの持ち込みは、

　12月28日㈱まで受け付けます。

（2）休業期間中は、ごみを集積所

　へ出さないでください。

（3）ごみを出す場合、水切りを十

　分に行い、指定された日に出

　してください。

　くし尿の取扱いについて〉

〔1）年内汲み取りの受付は処理量

　がいっぱいになり次第〆切ら

　せていただきますので早めに

　申し込んでください。

（2）汲み取り券を用意してから申

　　　　　　　　　　　ず　し込みを行い未回収にならな

　いようにご協力願います。

年末年始の診療日

12月28日（オり

　　29日（木）

　　30日㈹

　　31日佳）

1月1日（日）

　　2日（月）

　　3日（却

　　4日（掬

午前のみ診療

休診

午前のみ診療

休診

休診

休診

休診

午前のみ診療

　白石学生会では、歳末助け合い

運動の一環として、演劇公演を行

いますので、市民のみなさまのご

来場をお待ちしております。

〉演劇名「貧乏神物語」

＞日時　12月24日（ガ　午後3時

　　　　25日（日）午後1時30分

1〉会場　中央公民館大ホール

1〉入場料200円（小学生以下無料）

レ主催　白石学生会

〉後援　自石市・白石市教育委員

　会・河北新報社

》所在地　白石市字大畑地内

レ募集戸数　80戸（3D　K）

》申込受付場所　白石公共職業安

　定所

レ申込受付期日　11月21日（月）から

1》入居子定　1月上旬予定

※くわしくは、白石公共職業安定所

岱5－3107または商工観光課（内

線201）へお問い合せください。

’3

　ユース・ホステル（YH）は、

北海道から沖縄まで国内に約530

カ所、世界63力国に約5，000カ所

あり、楽しく安心でき、しかも安

い料金で利用できる旅の宿です。

YHでは、親切なペアレント（旅

先での親代り）があなたの利用を

待っています。

＞会員登録すると

①日本をはじめとして、世界中の

　YHが利用できます。

②YHや協会が行っている楽しい

　行事などに参加できます。

③多くの旅の情報が載っている「ユ

　ース・ホステルしんぶん」が配

　布されます。

1〉会員登録の方法は

　氏名と住所が確認できるもの（身

　分証明書、保険証、運転免許証

　など）をご持参ください。すぐ

　その場で会員登録ができます。

〉問い合せ

　白石市教育委員会社会教育課で

　登録受付しますので気軽におい

　でください。

臆ノ，・夢牙王一、　ゴ；　・

昭和59年の新春を祝う恒例の

「新春を寿ぐ市民の集い」を開催し

ます。市民のみなさん、ぜひご参

加ください。

〉日時　昭和59年1月5日休）午前

11時

〉場所　市民会館大ホール

〉会費　2，000円

〉申込先　昭和58年12月20日出ま

　で（厳守）秘書企画課（内線326）

　または各出張所（分室）へ会費を

　添えてお申し込みください。

公民館だより

　自作の喜びと伝承玩具について

の知識を得る目的に開催します。

〉日時　12月11日（日）午前9時

》場所　中央公民館

※くわしくは中央公民館岱4－53

77へお問い合せください。

　公民館では、12月28日から来年

の1月4日まで休館します。この

期間は、施設の利用はできません

ので、お知らせします。

　中央公民館では、昭和38年4月2日から昭和39年4月1日生まれの方

を対象に第二の人生の出発を祝し、1月15日成人式を行いますのでご参

加ください。なお該当者には追って案内状を差し上げます。

罫
V

，
ゼ
4

亀諏…
　　蜜

翼，

傾
艶

▲昨年行われた成人式

、』諺

泌
　　3

〉日時　昭和59年1月1日午前7

　時スタート

〉集合場所　益岡公園駐車場（茶

　寮裏）集合。どなたも参加でき

　ますので、時間までにおいでく

　ださい。

1》問い合せ　白高陸上O　B会渡辺

　知治（智5－2225）までどうぞ。
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市役所の所在地

白石市字桜小路35

〒989－02 費52111（代表〉

国民年金

　国民年金に加入している皆さん、

毎回キチンと保険料を納めていま

すか？

　厚生年金や共済年金などの加入

者は、給料から保険料が差し引か

れますので、自動的に保険料が納

められますが’国民年金では、自

分で出向いて納めるほか、金融機

間の口座振替納入制度を利用した

り、地区の納付組含に加入するな

どして、確実に保険料を納めるく

ふうをしなければなりません。

　これを怠ると、年金の受給に大

きく影響します。、

　最悪の場合、長い間未納が続く

と、老齢年金の資格期間が不足し

て年金そのものがもらえないとい

うことになりかねません。そうで

なくとも、未納期聞は、年金額を

決めるときの計算に含まれません

から、同じ年齢の人よりも少ない

年金になってしまいます。

　そのほか、万が一の事故で障害

者となったり、夫に先立たれて母

子家庭になったときに支給される

はずの年金も、そのときの保険料

が納められていないと、障害年金

や母子年金といった保障が受けら

れなくなってしまいます。

15

　もう一度、納付案内書をお確か

めください。もし納め忘れがあっ

て、それが過去二年分の未納保険

料であれば、まだ納められます。

　なお・、強制加入の方で、．思わぬ

災害などによって保険料を納める

ことが非常に困難なときには、免

除という制度がありますので、未

納のままにしておかないで市民課

国民年金係又は各出張所にご相談

ください。

昭和58年工業統計調査に

　　ご協力をお願いします
　製造者の皆さん、通商産業省で

は昭和58年12月31日現在で、昭和

58年工業統計調査を実施します。

　この調査は、製造業を営む事業

所を対象として、製造品の出荷額、

原材料使用額、有形固’定資産額な

どを調査し、工業の実態を明らか

にすることを目的としています，⊃

　調査にあたりましては、調査員

が皆さま方の工場等に調査をお願

いにまいりますので、ご協力をお

願いいたします。

O

☆光　☆1

春

哉

選挙管理委員会

」　　　）　　i

　　　（白石市選挙管理委員会）

　衆議員議員総選挙から、次のと

ころの投票所が変わります。

　越河第2投票所が、従来の越河

青年団第四分団会館から越河7区

集会所に変更になります。

　　r　 　I一二 　　　　　

　昭和58年度明るい選挙啓発ポス

ター県コン7一ル〈高校の部＞に

出品した白石女子高校生のポスタ

ーが入選しました。入選したのは、

位
位
　
作

　
　
　
　
ク
　
　
　
ク

第
第
　
佳

〃

木村美奈子（自女高1年）

伊藤由美子（

大槻しのぶ（

高橋史子（

高野明美（

吉田　由美（

〃

〃

〃

〃

年
年
年
年
年

1
　
り
0
　
1
　
1
　
3

の方々で、木村さんの作品は全国

で佳作に入選しました、）

二目ノ．，

〔昭和58年9月2日現在）

　　　　30，660人

　　　男14，684人

　　　女15，976人

固定資産税第4期分、

国民健康保険税第4期分です。

　　　　　　　　　　（198世帯）

　昨年から実施いたしました国保

被保険者優良世帯の表彰は、今年

も11月10日にそれぞれ表彰状と記

念品を贈りました。

　今年は、この制度が出来て2年

目に当ぴ）ますので、従って2年連続

表彰と1年表彰の方がありました。

　各地区の被表彰者数は次のとお

りです。国保に加入されている世

　　各地区別被表彰世帯数

地　　区

自　　石

越　　河

斎　　川

大　　平

大鷹沢
白　　川

福　　岡

小　　原

十善
P

物彰

65

9
【
－

6
5
10

26

10

138

24

0
5
3
n
O
5
13

7
60

十渚
P

89

9
12

9
8
15

39

17

198

帯の皆さんが今後とも国保に対す

るご理解とご協力をお願いすると

ともに一家そろってご健康に留意

ください。表彰された皆さんおめ

でとうございました。

　白石市小原の苗振橋がこのほど

完成、11月12日完成を祝う式典が

行われました。この苗振橋は、塩

倉地区と大熊地区を結ぶものです。

　両地区に住む約100世帯の住民

は、これまでの回り道と違い白石

川にかけられた近代的な橋の完成

を喜びあっていました。

塩釜、竹駒神社初詣列車が次により運転されますので、ご利用・くださ

いo

期　　 田

12月31日

1月1日

始発駅
白　　石

台止

｛顔出
寸

23時46分

4時35分

終着駅
台山f

自　　石

時　　刻

0時40分

5時33分

1編　成

電車6両

電車9両

以上の他、東北本線岩沼～仙台間及び仙石線にも臨時列車力輝転され

ますので、ご利用ください。

南蔵王白石スキー場

開き

12月24日10時30分

匿亟國f 11

　昭和59年4月1日から白石市保

育園に入園する幼児を次により受

付をいたします。

〉保育園とは

　　家庭の都合により幼児等の面

　倒をみてあげられない（保育に

　欠ける）場合に両親に変って幼

　児等を保育することを目的とす

　る児童福祉施設です。

レ保育園に入園できる理由

　（ll母親が外で働いている。

　121母親が家庭内で家事以外の仕

　　事をもっている。（内職、自営

　　業など。）

　（3）母親がいない。（父子家庭）

〔4｝母親が出産、病気、心身に障

　　害がある。

（5〉母親が病人や心身障害者（児）

　　の世話をしている。

（6）その他どうしても児童の保育

　　ができない事情がある。

》入園定数

（1）東保育園　　　90名

（2）西保育園　　120名

（3）南保育園　　120名

（4）北保育園　　　60名

（5）越河保育園　　60名

（6）大鷹沢保育園　40名

（7）白川保育園　　60名

（8）深谷保育園　　60名

　（9ン』・原保育園　　60名

※うち、3歳未満児は、各園とも

2割程度です。

〉申込期間

　昭和59年1月5日（1⇒から1月25
　日（オつまで。

〉申込場所

　自石市社会福祉事務所

　（越河、大鷹沢、白川、小原の

　方は出張所へお申し込みくださ

　い。）

レ保育料

　児童福祉法の規定により、それ

　ぞれの家庭の前年の課税の状況

　によって保育料がきめられます。

〉給食について

　3歳未満児は完全給食。（午前、

　午後のおやっを含む。）

〉3歳以上児は副食給食

　（おかず給食と午後のおやっを

　含むが主食は持参となる。〉

＞保育園入園申請

　保育園入園申請書は、12月10日

　（土）から社会福祉事務所、（越河、

　大鷹沢、白川、小原出張所）に

　て配布いたしますので、ご来所

　願います。

※くわしくは、社会福祉事務所、

保育係（内線147）へお問い合せ

ください。
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．幣盛纂藝
　　健康づくり推進大会

　11月5日市民会館に訟いて「自
分の健康は自分で守る」というメ
インテーマを掲げた推進大会が行
われました。シンポジウムでは、
　r高令者の心とからだ」をテーマ
・に各専門の立場から、講師の先生

による説明討論がなされました。

騒

　　　清掃奉仕作業
　南中学校（浅野弘校長）の全校生

徒180人は、学区内の国道4号線3
、5㎞のクリーン作戦を展開しまし

た。同校の奉仕作業は、今年で6
回目を数え、創意の時間を利用し、

約1時間沿道に投げ捨てられてい
た空き缶などを拾い集めました。

　　働く婦人の家まつり

　11月20日働く婦人の家まっりが
にぎやかに開催されました。会場
には、常日頃利用している方々の

作品が展示され、手づくり作品の
即売や食堂に人気が集中、訪れた
市民は、晩秋の一日をまつり気分

で過ごし、ご満悦のご様子でした。

休日急患当番医
月　日

12／4
11
18
25

1／1

2
3

内 科

広瀬医院（5）0238
三7甫クリニック　（5）6854

筥医院（5）2410
加藤（司）医院（5）2001

引地医院（5）2036

柿崎医院（5）2210

亘理医院（5〉8501

トタ ト群

刈田病院（5）2145

斎藤医院（5）1222

刈田病院（5）2145

朝倉病院（5）2101

刈田病院（5）2145

銭谷医院〔5）2010

宮城医院（5）2062
※都合により変更になる場合もあります。

目ネ 談
相談区分

人権擁護

相　　談

行政：率目言炎

生活相談

高齢者
職業紹介

社会保険

相　　談

税務相談

消費生活

相　　談

器
回
ス

　
　
ビ

聴
補
巡
サ

婦入相談

無料法律
相　　談

相談日

15

15

15

5・26

6・20

15

15

応
燈

15

肝
木

週
加

　
毎

リオン8・21

トウホク23

ニホン　16

15

15

間土
ぜ艮

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15100

10：00～

　12：00

10：00～

　13：00

9：30～

　15：00

10：00～

　16：00

10：00～

　15：00

13：001－

　14：00

11：00』

　12：00

10：00～

　12：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

場　　所

白石市役所

2階相談室

全 上

全 上

健康センター

2階相談室

健康センター

2階相談室

白石市役所

大会議室

白石市役所

2階相談室

自石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

市民会館

自石市役所

白石市役所

内 容

結婚、離婚、遺産相

続、借地借家、雇傭、

差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常の生活上

の困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

税金などに関するこ

と

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと

16


